
ズームアップ かに

歳末助け合い募金を寄付

可児駅周辺に防犯カメラを設置バトントワーリングで銀賞

防災力の向上へ福祉のために寄付

　可児警察署の協力の下、可児駅周辺に防犯カメラ
を６台設置しました。身近な暮らしの安全安心を確
保する一助となることを目的としており、犯罪発生
の抑止、事故や犯罪発生時の証拠として役立ちます。
　今後も、公共性や必要性の高い場所に、計画的に
防犯カメラの設置を進めていきます。なお、今年度
はさらに公園などに12台設置予定です。

　市内在住の加藤優里さん（美濃加茂高１年）が、バ
トントワーリング全国大会で銀賞を受賞したことを
報告しました。
　加藤さんは「初めての全国大会で、金賞やノード
ロップ賞を目指して練習をしてきた。悔しさを感じ
たからこそ、来年リベンジしたいという気持ちが強
くなった」と話しました。

　可児ロータリークラブから、市内のキッズクラブ
に図鑑や辞典など計53冊の書籍を寄贈していただ
きました。うち６冊が、今渡南小キッズクラブに通
う児童に手渡されました。
　会長の亀井和彦さんは「本には生きていく上で必
要な知識がたくさん詰まっている。本を読んで、立
派な大人になってほしい」と話しました。

　可児ライオンズクラブから歳末助け合い募金とし
て、10万円を寄付していただきました。寄付金は、
市社会福祉協議会を通して、歳末助け合い事業に活
用される予定です。
　会長の髙木将延さんは「可児の将来を担う子ども
たちのために使ってもらえたらうれしい」と話しま
した。

　市や市民の防災力向上と災害時においての市民の
避難行動に対する支援を目的に、可児市防災の会と
「防災に関する連携協定」を締結しました。災害時の
避難所開設・運営や平常時における防災啓発・人材
育成などで協力していただきます。
　会長の藤村祐子さんは「防災士のスキルアップや
市民への防災啓発を進めていきたい」と話しました。

　カヤバ労働組合から、地域貢献活動として17万
円を寄付していただきました。市社会福祉協議会を
通して、地域福祉のために活用される予定です。
　委員長の齋田周作さんは「社会貢献をしていかな
ければならないという強い思いがあり、寄付を継続
している。困っている人のために使ってほしい」と
話しました。

子どものために書籍を寄贈

　メイン会場の広見地区センターと、現地会場の美
濃金山城跡、久々利城跡、今城跡で「山城に行こう！
2024」が開催されました。
　可児市特別顧問の春風亭昇太さんや中井均さんな
どによるトークショーや地域団体によるおもてなし
などたくさんの催しが行われ、２日間で4,800人が
お城の魅力を堪能しました。

可児の山城を攻略
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